
技 

術 

情 

報 

奄
美
琉
球
の
里
地
棲
希
少
水
生
昆
虫
類
に
関
す
る
 

生
息
域
内
保
全
・
生
息
地
再
生
技
術
の
開
発
 

日
本
工
営
株
式
会
社
 
沖
縄
支
店
 

一
．
は
じ
め
に
 

一
一
〇
二
一
年
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
 

に
よ
り
奄
美
琉
球
地
域
の
豊
か
な
自
然
 

環
境
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
 

一
方
で
こ
の
地
域
の
水
生
昆
虫
類
が
危
 

機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
県
 

R
D
B

（
第
三
版
二
〇
一
七
）
昆
虫
類
で
 

は
、
絶
滅
危
倶
種
の
約
八
〇
％
弱
が
水
 

生
昆
虫
類
で
あ
り
、
環
境
省
R
L
で
は
 

ラ
ン
ク
外
の
タ
イ
ワ
ン
タ
イ
コ
ウ
チ
が
一
一
 

〇
二
〇
年
改
訂
で
絶
滅
危
惧
I
A
類
に
、
 

さ
ら
に
二
〇
二
一
年
三
月
に
は
国
内
希
少
 

野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
た
。
生
息
 

環
境
の
消
失
、
外
来
種
の
影
響
、
農
薬
、
 

気
候
変
動
の
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
 

事
象
が
複
合
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
 

え
ら
れ
る
が
、
水
生
昆
虫
類
の
主
な
生
 

息
環
境
が
、
た
め
池
や
水
田
と
い
っ
た
 

人
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
保
護
地
域
の
 

技
術
部
 

冨
坂
峰
人
・
城
野
裕
介
 

指
定
な
ど
が
難
し
い
農
地
に
位
置
す
る
 

こ
と
が
対
策
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
こ
で
は
、
石
垣
島
、
与
那
国
島
で
 

研
究
開
発
し
て
い
る
「
赤
土
対
策
沈
砂
 

池
を
活
用
し
た
水
辺
の
創
出
」
や
「
休
 

耕
田
を
活
用
し
た
水
辺
の
創
出
」
 
の
取
 

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
 

こ
の
研
究
開
発
は
環
境
再
生
機
構
の
環
 

境
研
究
総
合
推
進
費
（
課
題
番
号
四
ー
 

一
九
〇
一
）
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
 

一
一
．
奄
美
琉
球
地
域
L
 

赤
土
対
策
沈
砂
池
 

赤
土
対
策
沈
砂
池
と
は
、
農
地
か
ら
 

の
赤
土
等
の
流
出
を
抑
制
す
る
重
要
な
 

対
策
施
設
で
、
こ
の
地
域
で
は
農
地
整
 

備
時
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
 

な
お
、
沈
砂
池
が
赤
土
対
策
効
果
を
発
 

揮
す
る
た
め
に
は
適
切
な
管
理
、
す
な
 

わ
ち
堆
積
し
た
赤
土
を
適
宜
除
去
し
て
 

池
の
容
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
 

あ
る
。
沈
砂
池
の
中
に
は
、
流
域
内
の
 

湧
水
な
ど
が
流
入
し
て
常
時
湛
水
し
て
 

い
る
も
の
が
あ
り
、
今
回
こ
の
よ
う
な
 

沈
砂
池
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ト
ビ
 

イ
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
シ
ャ
ー
プ
ツ
ブ
ゲ
 

ン
ゴ
ロ
ウ
と
い
っ
た
希
少
な
水
生
昆
虫
 

が
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
沈
砂
池
を
 

適
切
に
管
理
し
て
赤
土
対
策
を
維
持
す
 

る
こ
と
は
、
畑
地
化
さ
れ
た
農
地
内
に
 

水
生
昆
虫
類
の
生
息
場
を
創
出
・
維
持
 

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
 

た。 1三
沈
砂
池
ビ
オ
ト
ー
プ
，
I
一 

取
り
組
み
（
石
垣
島
の
事
例
〉
-
 

し
か
し
、
労
力
や
コ
ス
ト
等
の
観
点
 

か
ら
適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
な
い
 

沈
砂
池
は
多
い
。
ま
た
、
沈
砂
池
に
堆
 

積
し
て
い
る
赤
土
は
、
元
々
は
農
家
が
苦
 

労
し
て
つ
く
っ
た
耕
土
で
あ
り
、
捨
て
ず
 

に
農
地
に
還
元
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
 

が
、
水
中
に
堆
積
し
た
赤
土
は
扱
い
に
 

く
い
ド
ロ
ド
ロ
の
汚
泥
状
態
で
あ
り
、
そ
 

の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
 

な
粒
径
が
細
か
く
ヘ
ド
ロ
状
に
な
っ
て
 

い
る
赤
土
を
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
や
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
地
元
業
者
の
手
 

持
ち
の
機
器
等
と
少
量
の
固
化
剤
で
改
 

良
・
搬
出
 
「 

】
－
 

!

 

し
、
農
地
 

、
、
A

',J 

に
還
元
す
 

い 

二
、
、
‘
 

る
方
法
を
 

『 

「 
『
8

‘心J 

パか 

開発した 

り一－一一 

蕪
 

（
写
真
1
）。 

， 

一ら＼/ 

，「 

固化剤は、 

『『誉 

“ 

高
含
水
比
1
 

一
‘
か
 

の
泥
土
を
 

そ
の
ま
ま
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
扱
え
る
程
度
 

に
固
化
で
き
、
作
物
等
に
影
響
の
な
い
 

も
の
を
選
定
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ま
で
に
石
垣
島
内
の
三
カ
所
で
 

試
験
施
工
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
 

も
事
後
調
査
で
水
生
昆
虫
類
の
生
息
が
 

確
認
さ
れ
て
お
り
、
畑
地
内
で
の
貴
重
 

な
生
息
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
 

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
改
良
 

泥
土
を
客
土
す
る
こ
と
で
作
物
収
量
が
 

向
上
す
る
、
改
良
前
後
で
侵
食
耐
性
が
 

増
す
な
ど
、
営
農
面
や
赤
土
対
策
面
の
 

メ
リ
ッ
ト
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

沈
砂
池
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
も
 

の
が
あ
り
、
す
べ
て
が
沈
砂
池
ビ
オ
ト
 

一→ー一Lー ‘ 

‘き、尋 
、、、」ー‘ 

一・－ 

、
 

ー
プ
に
適
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
 

水
域
が
減
少
し
て
い
る
奄
美
琉
球
地
域
 

の
農
地
に
お
い
て
、
沈
砂
池
と
い
う
既
 

に
実
施
さ
れ
て
い
る
赤
土
対
策
と
リ
ン
 

ク
さ
せ
運
用
す
る
こ
と
で
、
有
効
な
対
 

策
の
ー
つ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 写真1 沈砂池ビオトープでの泥土改良状況 
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ト

‘

 

四
．
奄
美
琉
球
地
域
の
水
田
 

一
昔
前
は
奄
美
沖
縄
地
域
に
も
多
く
 

の
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
。
昭
和
三
〇
 

年
代
後
半
の
大
干
ば
つ
と
キ
ュ
ー
バ
危
 

機
が
稲
作
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
へ
の
転
 

換
が
進
み
、
急
激
に
畑
地
に
変
わ
っ
て
 

い
っ
た
。
水
田
が
多
い
こ
と
で
有
名
だ
 

っ
た
与
那
国
島
で
も
、
一
九
七
八
年
で
 

約
一
一
六
m
あ
っ
た
水
田
面
積
が
、
二
〇
 

二
〇
年
で
は
約
一
〇
m
ま
で
減
少
し
て
 

い
る
。
こ
の
よ
う
な
生
息
環
境
の
減
少
 

に
加
え
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
干
 

ば
つ
、
昆
虫
類
へ
の
影
響
が
大
き
い
農
 

薬
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
の
減
少
等
 

が
水
生
昆
虫
類
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
 

い
る
。
現
在
の
こ
の
地
域
の
社
会
情
勢
 

を
考
え
る
と
、
水
生
昆
虫
類
が
共
生
で
 

き
る
営
農
水
田
を
急
激
に
増
や
す
こ
と
 

は
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

五
．
休
耕
田
ビ
オ
ト
ー
プ
へ
の
 

取
り
組
み
（
与
那
国
島
の
事
例
）
 

そ
こ
で
、
営
農
は
行
わ
ず
水
辺
環
境
 

の
み
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
 

休
耕
田
の
ビ
オ
ト
ー
プ
化
に
つ
い
て
試
 

行
し
た
。
試
行
力
所
は
与
那
国
島
の
三
 

枚
の
休
耕
田
（
約
五
、
〇
〇
〇
？
m
）
で
、
 

休
耕
後
二
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
 

の
の
、
 
用
中
 

一り
 

水
路
等
の
一
－
 

)
 

設
備
は
整
 

「
！
 

っ
て
い
る
 

状
況
で
あ
一
 

工 

っ

た

o

 

-1 

一
 

叫（ 

作
業
は
、
一
 

地
元
の
稲
－
 

作
農
家
に
 

協
力
を
依
頼
し
、
必
要
最
小
限
と
し
て
 

草
地
除
去
お
よ
び
耕
起
の
み
を
行
う
こ
 

と
と
し
た
（
写
真
2
）
。
モ
ニ
タ
リ
ン
 

グ
の
結
果
、
実
施
前
と
実
施
後
二
年
間
 

の
変
化
で
は
、
作
業
直
後
で
水
面
が
広
 

い
初
年
度
に
種
数
が
増
加
し
、
耕
起
せ
 

ず
放
置
し
て
水
面
が
減
じ
た
二
年
目
に
 

種
数
が
減
少
す
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
 

（
図
1
）。 

奄
美
沖
縄
地
域
で
は
、
草
本
類
の
成
 

長
速
度
が
速
く
、
環
境
を
維
持
管
理
す
 

る
た
め
に
 

は
少
な
く
 

と
も
年
一
 

回
程
度
の
 

頻
度
で
耕
 

起
を
行
う
 

必
要
が
あ
 

る0

ま
た
 

畦
や
水
路
、
 

農
道
の
管
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写真2 休耕田ビオトープの創出状況 水生昆虫類の確認種数の変化 町
 

理
と
し
て
少
な
く
と
も
二
s
三
カ
月
に
一
 

回
は
草
刈
り
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
は
農
地
・
水
 

保
全
管
理
支
払
制
度
な
ど
、
農
村
景
観
・
 

環
境
保
全
に
係
る
既
往
の
補
助
制
度
で
 

負
担
で
き
る
ほ
ど
の
金
額
だ
と
考
え
ら
 

れ
た
。
 

」
ハ
．
ま
と
め
 

水
生
昆
虫
類
は
飛
翔
能
力
も
高
く
、
 

比
較
的
頻
繁
に
水
域
間
を
移
動
し
て
い
 

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
 

地
元
自
治
体
や
行
政
と
連
携
し
て
、
地
 

区
レ
ベ
ル
、
 

流
域
レ
ベ
ル
 

な
ど
、
面
的
 

な
展
開
を
図
 

る
必
要
が
あ
 

る
。
な
お
、
 

両
ビ
オ
ト
ー
 

プ
で
地
域
の
 

子
ど
も
た
ち
 

と
昆
虫
観
察
 

会
を
実
施
し
 

て
 
い

る

が

 

（
写
真
3
）、
 

参
加
者
に
は
 

好
評
で
あ
り
、
 

こ
れ
ら
は
自
 

, 酬囲”’'”こ 

E 頭ぎ‘'J 」‘' 

勲 轟「「 

重 

喬 t 、鷲 

曹警■嚢 
t
 

' 

写真3 子供たちによる観察会の状況（左：沈砂池（石垣島）、右：休耕田（与那国島）) 

然
と
の
ふ
れ
あ
い
だ
け
で
な
く
、
赤
土
間
 

題
や
水
田
文
化
等
を
学
ぶ
場
と
し
て
役
 

立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
奄
美
沖
 

縄
地
域
に
は
珍
し
い
生
物
を
観
察
・
採
 

取
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
来
訪
す
る
 

方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ビ
オ
 

ト
ー
プ
を
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
資
 

源
と
し
て
上
手
く
活
か
し
て
い
く
仕
組
 

み
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

今
回
紹
介
し
た
沈
砂
池
や
休
耕
田
の
 

活
用
方
法
が
、
現
在
そ
し
て
将
来
の
人
 

の
営
み
と
水
生
昆
虫
類
が
共
生
す
る
持
 

続
可
能
な
地
域
社
会
を
考
え
る
ー
つ
の
 

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

冨
坂
 
峰
人
●
と
み
さ
か
 
み
ね
と
 

日
本
工
営
株
式
会
社
沖
縄
支
店
 
技
術
部
 

部
長
。
 

一
九
九
三
年
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科
学
 

研
究
科
修
了
。
技
術
士
（
総
合
技
術
監
理
部
 

門
、
建
設
部
門
、
農
業
部
門
）
。
 

環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
と
並
行
し
 

て
、
赤
土
流
出
問
題
、
土
壌
侵
食
に
関
す
る
 

調
査
・
研
究
、
対
策
技
術
の
開
発
を
行
う
。
 

城
野
 
裕
介
●
し
ろ
の
 
ゆ
う
す
け
 

日
本
工
営
株
式
会
社
沖
縄
支
店
 
技
術
部
。
 

二
〇
〇
五
年
埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
 

科
修
了
。
技
術
士
（
建
設
部
門
）
。
 

環
境
調
査
や
保
全
対
策
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
 

テ
ィ
ン
グ
業
務
と
共
に
、
希
少
生
物
等
の
生
 

息
環
境
の
創
出
に
関
す
る
業
務
・
研
究
、
対
 

策
技
術
開
発
を
行
う
。
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